
ディボーション質問表 26 日（日）先週一週間のディボーションをふり返ってみましょう。  １．心に残った箇所、教えられた箇所に何か共通点はありましたか？ ２．その中で一番心に残っていることは何でしょうか？ ３．教えられた事をどのように先週の歩みの中に生かせたでしょうか？  その事を誰かに分かち合ってみませんか。  27 日（月）マタイの福音書 2：13～15 「夜の間に立って」 １．夢の中でヨセフに危険を知らせ、逃げるように命じられた天の父のやり方をどう思いますか？  ２．夢の中で語られた主の使いのことばに、夜の内に従ったヨセフの態度と、そのヨセフに従ったマリヤの態度を通して何を学べるでしょうか？   28 日（火）マタイの福音書 2：16～23 「叫び泣く悲しみの声」 １．救い主が人となって来て下さった世界は、ここに出てくるような加害者の罪と、被害者の慰められるのを拒むような悲しみに溢れた世界です。 主はこの罪や悲しみを背負う為に来て下さいました。 その事を思い巡らしてみましょう。  ２．天の父はここにおいてもヨセフに語られます。 そしてヨセフと共にマリヤもその命令に従っています。この事をあなたはどう思いますか？    29 日（水）Ⅱコリント人への手紙 8：1～15「貧しくなられた主」 １．主が貧しくなられたのは、私たちが富む者となるためでした。 ここでいう「貧しさ」や「富む者」とはどういう意味でしょうか？ 私たちは富む者とされている事をどの位知っているでしょうか？  ２．なぜ与えることがそんなにすばらしいことなのでしょうか（1～6 節）？  30 日（木）Ⅰヨハネの手紙 4：7～12 「神は愛である」 １．天の父はどのようにして私たちに対する愛を現されたでしょうか？ 何故天の父はそのようにされたのでしょうか？   ２．神様の愛を知り、うちに神様がおられる人々は、兄弟を心から愛するようになります。 兄弟を愛したくなるほどの神様からの愛を受け取っているでしょうか？ まだ十分でないなら神様に求めましょう。  31 日（金）ピリピ書 4：4～7 「主は近い」 １．5 節に「主は近いのです。」とありますが、前後で言われている事と、どのような関係があるのでしょうか？   ２．神さまとの交わりについて書いてありますが、どんな交わりをすると、どんな約束がありますか（６～7 節）？  1 日（土）ルカの福音書 4：16～21 「解放者と出会う」 １．イエス様は自分の故郷（ナザレ）の会堂で、安息日にどんな事をされましたか？   ２．イエス様はここに書かれているような恵を私たちに与えて下さる為に、人となってこの世に来て下さいました。 今までどのような恵を体験して来たでしょうか？ また今年どのような恵をイエス様に期待しますか？  


